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	□東京機械本社ビル 会議室　A
	■オンライン会議 (zoom)
	出席者 ： 主査 高田毅士
	幹事 森　保宏
	委員 小豆畑達哉、石山祐二、伊藤　弘、奥田泰雄、神田　順、齊藤大樹、
	新谷耕平、鈴木　誠、(園田佳巨)、高橋　徹、(楢府龍雄)、西嶋一欽、
	西田明美、平田京子、三木徳人、三橋博三、横田　弘
	協力委員 (伊藤順之)、(藤本俊樹)
	事務局 浅野道則 (五十音順、敬称略)
	配布資料 ：60-00 議事次第
	1. 前回議事録（案）確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [資料 60-01]
	(特に異議なし)
	2. 新型コロナ:ISO関連会議に関する通達                  　　　   　　　  　 　[資料 60-02,03]
	・ISO通達(2021-06-10):2021年9月30日までに開催するISO活動に関わる
	会議はオンラインに限る。
	・ISO通達(2021-03-19):オンライン国際会議の開催時間は、順次循環させ、
	参加者が公平に昼間時間に参加できるようにする。
	(特に議論なし)
	3. TC98/SC3 Workshop 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[資料 60-04～08]
	・ISO TC98/SC3 Workshop：4月13日オンラインで開催。
	・ISO 4354 (建物に作用する風荷重)改訂活動計画
	・ISO 13033 (建築物の非構造部材への地震作用)改訂活動計画
	・ISO 4355 (屋根への積雪荷重)改訂活動計画
	・TC98/SC3として、上記ISOを改訂することで一致。
	・convenor候補(GDに未登録)の方々も出席して貰う目的で、ISOの正式会議では
	なく、workshopという形式をとって開催した。SC3のメンバーにも正式に開催
	通知は出している。15名出席。これはTMBのAnna Rossiの提案。
	予想以上の成果が出たと思っています。
	風荷重のプレゼンテーションでは、テーマは数多くあるがISO 4354の本文の
	分量が少なく、改訂が必要であるという主旨。convenor候補はカナダの
	Ted STATHOPOULOS氏で全会一致。
	非構造部材のプレゼンテーションでは、convenorは登録されており、
	今後の活動を話されました。
	屋根の上の雪荷重のプレゼンテーションでは、ロシアから改訂したいという
	SR時のコメントがあり、説明を頂いた。convenor候補はノルウェイの
	Thomas THISS氏で全会一致。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (高田主査)
	4. 各案件報告について
	1) 案件経過-報告・概要
	2) 投票案件・予定案件

	5.「建築・土木構造物の信頼性に関する設計の一般原則」解説書について
	6. 新谷耕平先生のISO/TC98国内分科会委員新規就任挨拶
	・韓国は非常にうまくやっているように見えるんですが。　　　　　　　(高田主査)
	・韓国も2000年の直前まで許容応力度設計でやっていたんですが、一気に
	アメリカ式に切り替えました。韓国基準とseamlessにやっています。 (新谷委員)
	・関連した事で少しいいですか。国交省のプロジェクトでカンボジアに
	建築基準を提案するというのがあります。その中に米国のLRFDを
	取り入れてはどうかということで進んでいる。今、日本の学会では
	LRFDについてどういう方向に進んでいるのか、教えてほしい。　　　 (石山委員)
	・2002年に限界状態設計法がまとまっていますので、お使い頂ければ。 (神田委員)
	・カンボジアには建築法というものがあるが、RC、S、それと地盤に
	関しての施行令が無いので、それを作ってほしいとカンボジアから
	国交省が頼まれ昨年スタートした。    　　　　　　　　　　　　　　(石山委員)
	・当初は、鉄骨に関しては限界状態設計指針になったものがあり、その後、
	コンクリートも、木造も全部入れた形で限界状態設計指針として
	取りまとめたのが2002年です。絶版になっているが、本は随分
	出回っています。                                 　　　　　　　 (神田委員)
	・国交省がコンサルに発注し、5人の委員(石山先生が委員長)が年数回
	成果を聴くというもの。学会やこのISOの活動が反映される様であれば
	いいかなと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(石山委員)
	7. その他 (JIS A3305、3306の誤植に関して)
	・JIS3305で誤植がある件、日本規格協会をせかせます。ISOとJISで
	数式が異なっていることに気づいたのですが、これはISOが何箇所か
	間違っているという理解で宜しいですね。　　　　　　　　　　　　　(伊藤委員)
	・JISの数式に間違いがあるという疑いは消えませんが、ISOの数式の
	間違いはWGで修正したことは覚えています。       　　　　　　　　(森　幹事)
	・JISA3306で図C.1の横軸の数値が1か所間違っていることに気づいた。
	後で訂正箇所を送ります。また、全体を見直します。　　　　　　　　(石山委員)
	・正誤表については、主務大臣が国交大臣の場合は、経産大臣も許可を
	出しやすいが、バラバラ出てくると、もめる原因になる。　　　　　　(伊藤委員)
	次回会議予定(決定)

	
	日 時 ：2021年9月17日 (金) 13:30 ～ 15:00
	場 所 ：□建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□東京機械本社ビル 会議室　A
	■オンライン会議 (zoom)
	出席者 ： 主査 高田毅士
	幹事 森　保宏
	委員 (小豆畑達哉)、石山祐二、伊藤　弘、奥田泰雄、神田　順、齊藤大樹、
	新谷耕平、鈴木　誠、(園田佳巨)、高橋　徹、(楢府龍雄)、西嶋一欽、
	西田明美、(平田京子)、(三木徳人)、(三橋博三)、横田　弘
	協力委員 (伊藤順之)、(藤本俊樹)
	事務局 浅野道則 (五十音順、敬称略、():欠席)
	配布資料 ：61-00 議事次第
	1. 前回議事録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     [資料 61-01]
	・前回会議後に「議事録案」を配布。訂正指示に従い訂正後「議事録」再配布。
	2. 新型コロナ:ISO関連会議に関する通達                  　　　   　　　  　 　[資料 61-02,03]
	・ISO通達(2021-09-14):2021年12月31日までに開催するISO活動に関わる
	会議はオンラインに限る。
	・コロナ後を見据えたHybrid meetings開催についての承認。
	・総会をhybridで実施する場合は、会議の16週間前に通知が必要。WGの場合は
	6週間前。TC98総会は来年2月下旬に開催予定の為、hybridで行う場合は10月
	下旬までの通知が必要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (事務局・浅野)
	3. 2022 TC98/SC3 総会及びWG 会議
	・会議開催の通知期限：TC98総会(2.21.2022 - 2.25)の8週間前
	・hybridではなくonlineのみでSC3総会を行う場合は、12月下旬までにSC3ﾒﾝﾊﾞｰへの
	議事案/日時等の通知が必要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(事務局・浅野)
	・来年2月下旬の予想される状況からして、延ばした方が良いのか。　　　　　   (高田主査)
	・SC3のWGで合意したrecommendationをSC3総会でresolution(決議)するというのが
	SC総会の主目的です。もし、2月下旬迄にWGが開かれないのであれば、SC総会を
	延期した方がよいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (事務局・浅野)
	・ﾌﾞﾗﾝｸをあけるのは良くないので、onlineで十分出来ますから2月下旬のSC3総会は
	実施しましょう。唯、Polandは対面でやりたいという強い希望があるようで、
	対面会議が実現するするまで延期ということになるかもしれません。　　　　　 (高田主査)
	・12月中旬の次回国内分科会で議題を固め、下旬に通知するというｽｹｼﾞｭｰﾙとします。
	(事務局・浅野)
	4. 各案件報告について
	1) 案件経過-報告・概要
	2) 投票案件・予定案件

	5. CEN Mandate 526からの紹介メール                                             [資料 61-06]
	・CENに属している方から、SC3と共同で活動したいというﾒｰﾙが参りました。(事務局・浅野)
	・SC3で作ったISO 21650 (Actions from waves and currents on coastal
	structures)についてﾒｰﾙに書かれており、その関係でﾒｰﾙが来たようです。
	ﾒｰﾙの名前からするとｵﾗﾝﾀﾞの様で、Tonに訊ねてみたところ、今Eurocodeで
	tidal waveに関する活動をしているが、この人を知らないという返答。
	21650はどういう状況ですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   (高田主査)
	・2016年11月に前回のSRがcloseしていますから、もうすぐSRです。　　 (事務局・浅野)
	・climate changeは異常荷重という形で大きなﾃｰﾏとしてあります。来年21650の
	SRがありその結果を受けて、一緒に活動出来る可能性があるかもしれないので、
	その時期に色々相談させて頂きます、と返事をするつもりです。　　　　　　　(高田主査)
	・私から返信しておきましょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (事務局・浅野)
	6.「建築・土木構造物の信頼性に関する設計の一般原則」解説書について
	・本日午前中に建築学会の信頼性工学小委員会がありました。JIS A3305を
	宣伝する目的で、荷重指針の改訂に絡めて、これを中心にした
	ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、ﾊﾟﾈﾙ・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを例えば大会でやるとか、或いは別途での
	ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを行うとかを提案しましたが、特に反対はありませんでした。
	主査の方が持ち帰って検討させて頂きます、と仰っていたのでやることに
	なると思います。
	鋼構造の方もｺﾝｸﾘｰﾄの方も性能規定、新しい設計法についてﾊﾟﾈﾙ・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝが
	ありました。一歩間違ってﾊﾞﾗﾊﾞﾗの考え方で性能設計、限界状態設計を
	展開していくと宜しくない。JISがあるのでこれに準拠して作っていって
	もらえたらと思う。
	解説書を作るのは時間的に無理だろうか。
	土木学会でも必要なら(ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを)やりますが。　　　　　　　　　　　　　　(高田主査)
	・構造工学委員会で共通標準示方書の改訂をやっていますので、そこの講習会で
	一緒にやって頂くのは非常にいいかもしれません。　　　　　　　　　　　　　(横田委員)
	・皆に読んでもらえるから本が出せれば一番いいですね。分担してやりますか。　(高田主査)
	・先ず全体の方針を決めてからだと思います。解説書ってどう書けばいいのか
	一人で考えていてもｲﾒｰｼﾞが湧きにくい。お話的に書くのか、専門的に書く
	のか、その他いろんなやり方があるので相談させて頂きたい。                (森　幹事)
	・もう少し考えましょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(高田主査)
	・出版するのは規格協会だということだとすれば、出版の窓口と“こういうのを
	やりたいんだ”という話を詰めないと実現には至らないということがあります。
	高い確度で、作るという強い意思が固まった段階でご相談頂ければと思います。
	一方で、これは売れない本でしょう、となった時にどういう議論になるのか、
	ちょっと心配です。どういう読者を想定して書くのか、という辺りが一番の
	ﾎﾟｲﾝﾄかなと思います。この本はJIS規格の中でもぞっとするほど難しい内容に
	なっていますので、出版は数式のﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞに苦慮すると思います。しかもJIS
	規格はISOとIDTと言いながら、数式が大分違っています。その辺が、解説が
	あるとよく解かるなと期待しています。
	正式に話をする前にご相談頂ければと思います。　　　　　　　　　　　　　　(伊藤委員)
	・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの時にJIS以外にﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等を配るとしたら、皆さんの反応でつくる
	もののｱｲﾃﾞｱが見えてくるんじゃないかと思います。　　　　　　　　　　　　 (石山委員)
	・これも生ものなので、時間をあまり置かずにやっていきたいと思います。　　　(高田主査)
	次回会議予定(案)

	
	日 時 ：2021年12月13日 (月) 13:30 ～ 14:40
	場 所 ： ■オンライン会議 (zoom)
	出席者 ： 主査 高田毅士
	幹事 森　保宏
	委員 (小豆畑達哉)、石山祐二、伊藤　弘、(奥田泰雄)、神田　順、齊藤大樹、
	新谷耕平、鈴木　誠、(園田佳巨)、高橋　徹、(楢府龍雄)、(西嶋一欽)、
	(西田明美)、(平田京子)、(三木徳人)、三橋博三、横田　弘
	協力委員 (伊藤順之)、(藤本俊樹)
	事務局 浅野道則 (五十音順、敬称略、括弧内欠席)
	1. 前回議事録
	・事前配布議事録についての訂正、追加、削除等のご意見無し。
	2. 新型コロナ:ISO関連会議に関する通達
	・2022年3月31日までに開催するISO会議はｵﾝﾗｲﾝに限定。
	3. 2022 TC98総会
	・2022年2月22日(火)～ 25日(金)zoom開催案を了承。                            (全会)
	・発行するｽｹｼﾞｭｰﾙ表には、zoom会議であることを明確に記す。　　　　　　　　　(三橋委員)
	・SC3の総会では、新規に登録された3ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの今後1年間のﾀｰｹﾞｯﾄを発表して
	頂くことを議題に入れる。またISO 23469は、どの様な改訂をしていきたい
	のかを話して貰うのが良いと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (高田主査)
	4. ISO/TC98/SC2 新議長信任投票 (任期：2023～2025)
	・ISO会議に出て来られて発言された事もなく、CVしか判断材料が無い今回の
	新議長投票をどうしたものか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (高田主査)
	・以前のSzymonさんの場合も同様でした。これが慣例になっては困る。棄権
	としてｺﾒﾝﾄを書くという方法もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (森　幹事)
	・これが前例にならないように、総会なりSCで所信を表明して貰う方が良い
	ということは言っておくべき。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (石山委員)
	・abstainで投票して、別にｺﾒﾝﾄを送るということにしましょう。　　　　　　　 (高田主査)
	5. 各案件報告について
	1) 案件経過-報告・概要
	2) 投票案件・予定案件

	6.「建築・土木構造物の信頼性に関する設計の一般原則」解説書について
	・荷重運営委員会から提案し、来年度の建築学会(ｵﾝﾗｲﾝ開催)で「JIS A3305
	から見た国内構造基準の課題と荷重規定」のﾀｲﾄﾙでPDを開催することが
	決まりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (高田主査)
	7. その他
	次回会議予定

	
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室

	
	日 時 ：2021年12月27日 (月) 10:00～11:00
	場 所 ：□建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□建築家会館3階大会議室
	■オンライン会議（Zoom）
	出席者 ： 主査      斉藤大樹
	委員      高田毅士、馮　徳民、村上勝英、堀田裕介、森田慶子
	配布資料 ：13-00 DIS 23618
	1. DIS 23618の投票結果について
	・DIS 23618の投票結果（資料13-01）が報告された。
	P-member国では、Approval 9、Disapproval 0, Abstention 6
	全体（PおよびO member国では） Approval 10, Disapproval 0, Abstention 10
	となり、採択となった。
	2. DIS 23618のCollated Commentsについて
	・DIS 23618のCollated Comments(資料13-02)の内容について対応方針が議論された。
	・指摘事項のほとんどが書式に関する内容であることから、ISO_IEC Directives(資料13-03)に従い
	修正することとなった。修正に当たっては、テンプレート(資料13-04)を参考にする。
	・コメントの19”Please make sure you use it, address the comments it contains and keep
	the ISO watermark in order to prepare the FDIS submission as failure to do so leads to
	its rejection.”について、具体的にどうすればよいのか確認する（担当：事務局（浅野））。
	・図については、図中に注釈を記載せずに、番号付けして脚注に記載する。
	・修正作業の担当は以下の通り
	本文：齊藤
	Annex B：堀田
	Annex C: 村上
	Annex D: 馮
	修正した文書を齊藤まで2022年1月10日（月）までに提出する。
	3. ISO/TC98会議について
	・ISO/TC98会議が2月に予定されている。スケジュールは以下の通り（日本時間）。
	オンライン会議を想定している。
	2/22(火）19:00　ISO/TC WG13（免震構造の国際規準WG）
	2/24(木) 17:00  SC2 meeting（WG13の報告）
	2/25(金) 19:00  ISO/TC98（全体会議）
	4. 次回会議予定

	
	日 時 ：2022年1月14日 (金) 16:00～17:30
	場 所 ：□建築会館3F iibh会議室
	□建築会館3F 304会議室
	□建築会館3F 306 会議室
	□建築家会館3階大会議室
	■オンライン会議（Zoom）
	出席者 ： 主査      斉藤大樹
	委員      馮　徳民、村上勝英、堀田裕介、森田慶子
	配布資料 ：13-00 DIS 23618
	1. DIS 23618ｺﾒﾝﾄ修正
	・DISへのISOｺﾒﾝﾄに対する担当箇所の修正結果を説明。　　　　　　　　　　　　　(村上委員)
	・DISへのISOｺﾒﾝﾄに対する担当箇所の修正結果を説明。                          (馮委員)
	・ｺﾒﾝﾄ19について、watermarkの説明と対処方法を説明。　　　　　　　　　　　　 (事務局・浅野)
	・拡張子の変更はtemplateに埋め込まれたfunctionに影響することを説明。　　　(森田委員)
	2. ISO/TC98会議について
	・ISO/TC98会議が2月に予定されている。スケジュールは以下の通り（日本時間）。
	2/22(火）19:00　ISO/TC WG13（免震構造の国際規準WG）
	2/24(木) 17:00  SC2 meeting（WG13の報告）
	2/25(金) 19:00  ISO/TC98（全体会議）
	3. 次回会議予定
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